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 第 1部 米軍と沖縄社会との接触
 第 1章 米海兵隊の世界
 第 2章 米軍の家族支援制度
 第 3章 米軍基地と地域社会との交流
 第 2部 出会い、結婚、葛藤
 第 4章 9名の男女の紹介
 第 5章 独身時代から出会いまで
 第 6章 結婚生活
 第 3部 米軍と沖縄社会の間で揺れ動く夫婦
 第 7章 米軍基地と地元の反基地運動の狭間にて
 第 8章 異動をめぐる夫婦の思い





















者 35名、本土出身者 15名）、うち 46名が結婚継続中、2名が離婚、2名が寡婦である。
年齢は 25歳以上 80歳以下である。日本人女性と結婚した軍人は計 22名（妻は沖縄出身
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